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研究成果の概要 

本研究では、分子内に過剰な硫黄原子が付加されたポリスルフィド類である「超硫黄分子」と呼

ばれる新しい機能性物質について、活性酸素との協調的な転写制御機構を解明することで、新た

なレドックス応答機構の提唱を目指している。 

第一年次には、超硫黄分子応答性転写因子 SqrR と活性酸素応答性転写因子 OxyR による転

写制御には、特異性と協調性があることを、トランスクリプトーム解析から明らかにした。さらに、

SqrR と OxyRによる特異的・冗長的な転写制御が確認されている 3つの遺伝子プロモーター領域

に対して、SqrRによる結合解析のための実験系を確立した。 

第二年次では、確立した実験系を用いて、SqrR と OxyRが超硫黄分子・活性酸素に応答して各

遺伝子の転写制御を行う分子機構の解明を試みた。SqrR による解析では、活性酸素の一種であ

る過酸化水素処理の条件検討が難航したが、超硫黄分子よりも高濃度で処理をすることで適切な

処理が行えることを見出した。また、OxyR については、リコンビナントタンパク質が封入体を形成し

てしまったため、シャペロンを共発現させることで解決した。 

さらに、細胞内で超硫黄分子・活性酸素を検知するしくみを理解するために、sqrR・oxyR 遺伝子

のシステイン点変異株を作成し、超硫黄分子・活性酸素に応答した転写物量変化を解析した。そ

の結果、システインが検知に重要であることがわかったが、興味深いことに、一部の標的遺伝子の

転写制御においては、必ずしもシステインは関係ないことが明らかになった。そこで、細胞内での

SqrR・OxyR のシステインの修飾状態を検出するために、チオール基修飾試薬を用いた Western 

blotting の実験系を立ち上げた。解析に適切な発光試薬や修飾試薬を検討し、実験系を確立した。 
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